
都市空間情報デジタル基盤構築支援事業 説明会

令和７年度採択都市 事例発表（６月）

青森県鰺ヶ沢町
建設水道課地域整備班

鰺ヶ沢町
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鰺ヶ沢町の概要

比 率うち、65歳以上人 口

41.0%1,611人3,922人男

52.9%2,337人4,419人女

47.3%3,948人8,341人計

鰺ヶ沢町
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鰺ヶ沢町の風景
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鰺ヶ沢町が抱える課題（人口減少）
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鰺ヶ沢町の総人口の推移（国調人口）

鰺ヶ沢町人口ビジョン 国立社会保障・人口問題研究所による推計値

鰺ヶ沢町人口ビジョン等によれば、
人口は年々右肩下がりで２０年後
には、４，０００～５，０００
人程度まで減少する

PLATEAUを活用することになった背景①
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鰺ヶ沢町が抱える課題（空き家の増加）

・高齢化が進む地域における避難困難区域の把握や建物の老朽化、密集度の可視化を通じ、
都市構造の再編に繋がる。
・居住誘導区域や都市機能誘導区域の設定根拠が明確化
・都市計画マスタープランや立地適正化計画の実効性と説得力の向上

※PLATEAUを活用することで・・・

PLATEAUを活用することになった背景②
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Ⅰ. プロジェクト全体像（R７）

実施事業・事業規模・実施主体

実施主体
規模（配分ベース）【千円】

R7年度実施事業
国負担分事業費

750750整備範囲の現況把握
事前調査（１）

1,9001,900都市計画基本図数値図化
（地図情報レベル2500）

3D都市モデルの整備・更新（２）

3,7003,700３D都市モデル整備事業（LOD1）

2,7002,700３D都市モデル整備事業（LOD2）

3003003D都市モデルを活用した災害リスクの可視化事業ユースケース開発（３）

250250まちづくりにおける政策立案への活用

3443443Ｄ都市モデルのオープンデータサイトの構築
３D都市モデルの整備・活用・
OD化を推進するための事業

（４）

9,9449,944合 計
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Ⅱ. 3D都市モデルの整備

整備する3D都市モデルの概要

1.整備対象地物

範囲整備状況地物名

都市計画用途地域（2.3km2）新規LOD1
建築物

指定一般避難所12棟新規LOD2

都市計画用途地域（2.3km2）新規LOD1道路（道路）

都市計画区域全域（15.68km2）新規LOD1都市計画決定情報

都市計画区域全域（15.68km2）新規LOD1土地利用

鰺ヶ沢町全域（343.08km2）
【洪水】【土砂】【津波】新規LOD1災害リスク

都市計画用途地域（2.3km2）新規LOD1地形
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Ⅱ. 3D都市モデルの整備

鰺ヶ沢町全域
（343.08km2）

LOD1
（災害リスク）

鰺ヶ沢町都市計画区域
（15.68km2）

LOD1
（都市計画決定情報、

土地利用）

鰺ヶ沢町都市計画用途地域
（2.3km2）

LOD1
（建築物、地形、

交通（道路））

西海小学校、鰺ヶ沢中学校、
山村開発センター、勤労青
少年ホーム、勤労者体育セ
ンター、鰺ヶ沢こども園、天童
山公園管理棟、中央公民
館、舞戸小学校、舞戸公民
館、鰺ヶ沢中学校第二体育
館、鰺ヶ沢ファッション

LOD2（建築物）
指定一般避難所 12棟

2.整備エリア図
整備する3D都市モデルの概要
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①）

都市計画・まちづくりテーマ

まちづくりにおける政策立案への3D都市モデル活用事業ユースケース
名称

立地適正化計画及び都市計画の変更等に係る検討に活用目的

・建物利用現況を属性情報として付与した3D都市モデルと色で塗り分けした土地利用現況
等の重ね合わせにより立体的に都市構造を可視化
・点在する低未利用地の把握等、まちづくりにおける課題を抽出

概要

都市計画のうち用途区域（2.3km2）範囲

ユースケース開発の概要
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①）

(1) 建物属性の可視化

• 建物利用現況を属性情報として付与した3D都市モデルと色で塗り分けした土地利用現況等の重ね合わせに
より立体的に都市構造を可視化する。

(2) 結果の可視化
• 点在する低未利用地の把握等、まちづくりにおける課題を抽出する。

(3) 職員説明会の実施
• 作成した3D都市モデルを搭載した3次元ビューワ及びVRゴーグルを用いた説明会を実施。

ユースケース活用イメージ
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①）

• 属性単位で着色された土地利用現況等の重ね合わせによる三次元的に都市構造を可視化する。

画像出典）都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）取組事例集（2022年度） p51（むつ市事例）

アウトプットイメージ
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①）
アウトプットイメージ

平成29年6月に消防庁舎、
令和3年5月に役場庁舎が
海沿いから高台に移転
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①）
アウトプットイメージ

旧消防庁舎と旧役場庁舎は将来、
取り壊して更地になるが、その後の利
活用は不透明なまま・・・
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①）
アウトプットイメージ

旧庁舎跡地を含めた「海
沿い」エリアの利活用、再
開発に向けた住民参加
型の会議を開催
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）

ユースケース開発の概要

防災・防犯テーマ

災害リスクの可視化への3D都市モデル活用事業ユースケース
名称

地域住民の防災意識の向上や都市施設における防災施策の検討目的

・洪水や津波といった浸水想定区域の浸水深の三次元化を行い、3D都市モデルと重畳・土
砂災害のイエロー・レッドゾーンについて、起伏をつけた地形図にドレープされるよう処理して
可視化

・災害リスクの高い地域の把握等、防災施策検討にあたっての課題を抽出
・防災意識の向上や整備予定の都市施設における防災施策の検討への活用

概要

都市計画のうち用途区域（2.3km2）範囲
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）

ユースケース活用イメージ

(1)災害リスクデータの重畳

• 3D都市モデルと洪水や津波といった浸水想定区域の浸水深の三次元化を行い、浸水想定区域の災害リスク
情報を重畳しリスクを可視化する。

• 3D都市モデルと土砂災害のイエロー・レッドゾーンについて、起伏をつけた地形図に重畳し、災害リスクを可視
化する。

• 災害リスクの高い地域の把握等、防災施策検討にあたっての課題を抽出する。

(2)結果の可視化
• 防災意識の向上や整備予定の都市施設における防災施策の検討へ活用する。

(3) 職員説明会の実施
• 作成した3D都市モデルを搭載した3次元ビューワ及びVRゴーグルを用いた説明会を実施
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）

アウトプットイメージ

• 浸水想定区域等の災害情報を3D都市モデルで整備することで、災害リスクを可視化し、災害リスクの認知
性向上を図るとともに、防災施策検討の効率化や地域住民への防災教育を行う。

画像出典）都市空間情報デジタル基盤構築支援事業（PLATEAU補助制度）取組事例集（2022年度） p52（むつ市事例）
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）
アウトプットイメージ
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）
アウトプットイメージ
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）
アウトプットイメージ
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発②）
アウトプットイメージ

小・中学生を対
象にした防災教
育や防災講演
会、防災に関す
る出前講座を
開催
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発①②）

目標値調査方法指標・定義
（単位）項 目

８０％職員へのアンケート
（1月頃）

担当職員のPLATEAUへの理
解度向上

庁内関係部署の理解度

アウトカム（成果指標）

・住民にPLATEAUを使用して説明などをする側（職員）に理解してもらう。
・職員が「何ができるのか」を理解し、各課の課題をPLATEAUと結び付けられる体制の構築

・担当課（総務課、建設水道課）が想定している以外の活用方法が出てくる。
・データ主導での政策立案のモデル事業
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Ⅲ. ３D都市モデルの活用（ユースケース開発）

システム構成図

【鰺ケ沢町】
分析・施策の検討に活用

【一般公開】
窓口に設置し、住民へ公開

凡例

活用・開発した
ソフトウェア

データ
（データ形式）

処理

三次元ビューワソフト

3D都市モデルデータ（LOD LOD2
（地形・建築物・道路・災害リスク（津波・洪水））

（CityGML・GDB等）

データ重畳

可視化

航空写真
（tif等）

都市計画基礎調査情報等
（Shp等）

都市計画基本図
（DM等）

都市計画決定情報
（Shp等）

災害リスクの可視化
3Ｄ都市モデルデータを用いたVR環境を構築し、

誰もが閲覧できるような環境を整備。

【鰺ケ沢町】
分析・施策の検討に活用
VR等による説明会を実施
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Ⅳ. 事業化までの流れ

・PLATEAUの活用の検討
（建設水道課・企画観光課・総務課）

【UCを２案に絞りこみ】

・概算要望に向けUC２案について深掘り
【具体的に活用状況を検討、文字化】

・町⾧へのプレゼン
（事業の進め方、活用イメージ）

【スピード感を持って対応】

・財政担当班への事業説明、予算内訳の
詳細説明（事業費、概要等の説明）

・議会への事業説明
（UC活用イメージと有効性）

国土交通省

青 森 県

鰺ヶ沢町

事業化に向けた相談

アドバイス

・青森県都市計画課との打ち合わせ
【PLATEAU事業の大枠での理解】

R7概算要望

R7本要望

R6.7月

R6.9月

R7.1月

R7.3月


